
実社会に登場する様々な問題を組合せ最適化問題として
捉え、社会に役⽴つアルゴリズムの開発を⾏っています。

略歴 所属学会など
埼⽟⼤学⼤学院理⼯学研究科数理電⼦情報コー
スを修了後、東京理科⼤学 ⼯学部 経営⼯学科
に助教として4年間勤め、2014年⽇本⼯業⼤
学⼯学部情報⼯学科の助教として着任。現在は
同⼤学先進⼯学部データサイエンス学科准教授。
組合せ最適化問題に対するアルゴリズムを中⼼
とした研究に着⼿している。

電⼦情報通信学会
信号処理学会

最適化問題に対するアルゴリズムに関する研究

Bike Sharing System（コミュニティサイクル）とは、街中に
複数の駐輪場を設置し、借りた駐輪場とは異なる駐輪場に⾃転
⾞を返却できるレンタルサイクルの仕組みです。BSSでは、回収
⾞が街中を巡回し、⾃転⾞が超過している駐輪場から⾃転⾞を
回収し、不⾜している駐輪場に補充する活動を⾏っています。
この回収⾞の効率的な巡回経路を求めるアルゴリズムの研究を
⾏っています。
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近年、⼤規模な⾃然災害が毎年のよ
うに発⽣しています。災害に巻き込
まれた⼈々を多く救出するためには、
迅速な災害状況の確認や、被災者の
早期発⾒が重要です。複数のドロー
ンを⽤いて短時間で広範囲の情報収
集を⾏うため、ドローンの⾶⾏経路
を決定するアルゴリズムの開発を進
めています。

⾃転⾞の再配置問題ドローンの⾶⾏経路決定問題


